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彫
刻
と
歩
ん
だ
人
生

　
齋
藤
素
巖
は
、
１
８
８
９
（
明
治

２２
）
年
に
現
在
の
東
京
都
新
宿
区
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
彫
刻
家
を
志
し
て
い
た

も
の
の
、
印
刷
局
に
勤
め
、
洋
画
家

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
父
の
勧
め

で
、
１
９
０
７
（
明
治
４０
）
年
に
、

東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
芸
術

大
学
）
西
洋
画
科
に
入
学
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
卒
業
後
も
彫
刻
家
の

夢
を
あ
き
ら
め
き
れ
な
か
っ
た
素
巖

は
、
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
イ

ギ
リ
ス
へ
留
学
し
、
約
２
年
間
、
ロ

ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー

で
彫
刻
を
学
び
ま
し
た
。

　
２７
歳
で
帰
国
し
た
後
、
人
々
の
生

活
へ
彫
刻
を
溶
け
込
ま
せ
た
い
、
彫

刻
に
親
し
み
を
持
っ
て
ほ
し
い
、
と

い
う
熱
意
の
も
と
、
同
世
代
の
彫
刻

家
た
ち
と
１
９
２
６
（
大
正
１５
）
年

に
構
造
社
を
設
立
し
ま
す
。
構
造
社

は
、
彫
刻
と
建
築
を
融
合
し
た
作
品

の
制
作
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
の
人
に
も
身
近
な
メ
ダ
ル

や
装
身
具
な
ど
の
装
飾
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
彫
刻
の
表
現
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
彫
刻
が
親
し
ま
れ

る
よ
う
な
試
み
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
素
巖
は
明
治
末
期
か
ら

太
平
洋
戦
争
前
ま
で
国
が
主
催
し
て

い
た
文
部
省
の
美
術
展
覧
会
に
も
作

品
を
出
品
し
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し

て
、
彫
刻
家
と
し
て
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　
戦
時
中
の
１
９
４
３
（
昭
和
１８
）

年
に
小
平
市
学
園
東
町
に
転
居
し
た

素
巖
は
、
ア
ト
リ
エ
の
あ
る
自
宅
で

創
作
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　
戦
後
も
、
日
本
美
術
展
覧
会
（
日

展
）
や
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
（
日
彫

展
）
な
ど
の
展
覧
会
へ
作
品
を
出
品

し
、
晩
年
ま
で
制
作
意
欲
が
衰
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
か

に
も
日
展
顧
問
、
日
本
彫
塑
会
名
誉

副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
す
る
な

ど
、
彫
刻
の
普
及
に
最
後
ま
で
取
り

組
み
続
け
ま
し
た
。

狭
山
・
境
緑
道
に

彫
刻
作
品
を

　
１
９
７
４（
昭
和
４９
）年
２
月
、
素

巖
は
８４
歳
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
素
巖
の
死
去
後
、
遺
族
か
ら
小
平

市
へ
約
２
百
３０
点
の
石
膏
原
型
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
石
膏
原

型
か
ら
数
十
点
が
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造
さ

れ
、
一
部
は
小
平
市
役
所
や
ル
ネ
こ

だ
い
ら
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
も
の

の
、
そ
の
ほ
か
の
鋳
造
さ
れ
た
作
品

は
設
置
場
所
が
決
ま
ら
ず
、
保
管
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平

成
１６
年
度
に
、
そ
の
う
ち
の
１６
基
１７

作
品
を
狭
山
・
境
緑
道
に
設
置
す
る

計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。
作
品
が
設

置
さ
れ
る
区
間
の
愛
称
は
、
公
募

で
、
齋
藤
素
巖
彫
刻
の
小
径
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
彫
刻
の
小
径
の
設
置
に
あ
た
り
、

武
蔵
野
美
術
大
学
の
協
力
を
得
て
、

当
時
学
園
東
小
学
校
に
置
か
れ
て
い

た
石
膏
原
型
な
ど
の
作
品
の
調
査
が

行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
作
品
の
選
定
や

配
置
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
齋
藤
素
巖
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
彫
刻
家
で
す
。

素
巖
が
た
ど
っ
て
き
た
彫
刻
家
と
し
て
の
人
生
と
、
小
平
と
の
関
わ
り

を
紹
介
し
ま
す
。

小
平
ゆ
か
り
の
彫
刻
家

齋
藤
素
巖

さいとうそがん。彫刻家。本名は齋藤知雄（ともお）。大正１５
年に彫刻家団体の構造社を設立する。昭和１８年に小平市
学園東町に転居し、亡くなるまでの約３１年間を小平で過
ごす。昭和５年に兜町株式取引所ビルに設置された、商業・
農業・工業・交通（昭和６３年のビル解体とともに取り壊
される）や、兵庫県湊川公園の大楠公像、東京・赤坂の高
橋公園にある高橋是清翁像が代表作として知られている。

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

花
小
金
井
駅

たけのこ公園

小平
ふるさと村

カッパ

いのしし

子牛

海驢と子供
子供と仔鹿

題不詳

七十近し

エゴイスト

遺失物

カバ

齋藤素巖（１８８９年〜１９７４年）

小平で生活を始めてから約2７年後の１９７０（昭和４５）年、彫刻家の平櫛田
中が小平市へ引っ越してきました。共に日展に関わり、面識があったことか
ら、素巖は田中の引っ越し祝いに、「ようこそ小平にいらっしゃいました」
との歓迎の言葉とともに、木の実という題の、自分のブロンズ作品を弟子に
持たせて、田中のもとを訪ねたといいます。
同じ彫刻家とはいえ、塑像作家の素巖と木彫作家の田中とは彫
刻のジャンルが異なるため、それほど多くの接点はなく、小平
での二人の接点もそれが最初で最後でしたが、素巖から贈られ
た作品を田中はとても喜んで、大切に飾っていたといいます。
作品は現在も、平櫛田中彫刻美術館に所蔵されています。

ひらくしでんちゅう。彫刻
家。日本近代木彫界の巨匠
として活躍。昭和４５年に
小平市に転入し、小平で過
ごした住居は現在、美術館
として公開されている。小
平市名誉市民。

平櫛田中（１８７２年〜１９７９年）
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平櫛田中彫刻美術館

平櫛田中に贈った彫刻作品

木の実


